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観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（D

esti-

nation M
anagem

ent / M
arketing O

rganization

）
に

関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
５
月
時
点
で
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
６

件
、
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
67
件
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
72
件
の
計
１
４

５
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
地
域
に
お
け
る
観
光

推
進
役
は
観
光
協
会
が
担
っ
て
い
た
が
、
訪
日
外
国
人
観
光

客
の
急
激
な
増
加
へ
の
対
応
や
、
明
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く

戦
略
的
な
取
り
組
み
な
ど
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
背

景
に
あ
る
。

　
現
在
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、地
域
の「
稼
ぐ

力
」を
引
き
出
す
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
で
あ
る
が
、

肝
心
の
組
織
運
営
に
必
要
な
財
源
確
保
や
人
材
育
成
な
ど
の

議
論
は
遅
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
観
光
振
興
組
織
と
し
て
ひ
ろ
く
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
の
違
い
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
宿
泊
税
な

ど
の
自
主
財
源
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ハ
ワ
イ
で

は
宿
泊
税
収
が
３
８
６
億
円（
２
０
１
２
年
）と
な
っ
て
お
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
予
算
な
ど
で
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
は
東
京
都
が
平
成
14
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
宿
泊
税
が
あ
り
、平
成
27
年
度
税
収
は
20
億
円
を
超
え
た
。

今
年
１
月
か
ら
は
大
阪
府
で
も
宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
る

が
、全
国
的
に
は
財
源
確
保
の
取
り
組
み
は
十
分
で
は
な
い
。

　
現
在
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
巡
る
議
論
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能

が
中
心
で
あ
る
が
、
同
時
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
に
関
す

る
取
組
の
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
国
際
観

光
振
興
の
効
果
と
し
て
経
済
効
果
や
税
収
効
果
な
ど
プ
ラ

ス
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ

ロ
ナ
や
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ネ
チ
ア
な
ど
一
部
の
国
際
的
観
光

観光地には
「稼ぐ力」と

「持続可能な運営力」の
総合力強化が必要
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地
で
は
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の
影
響
対
策
が

急
務
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
観
光
客
増
加
に
よ
る
交
通

渋
滞
や
自
然
環
境
破
壊
な
ど
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仲
介
サ
イ
ト
を
通
じ
た
個

人
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
民
泊
拡
大
に
よ
り
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
、
騒
音
、
ご
み
な
ど
の
問
題
が
増
加
し
て
お
り
、

住
民
生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
最
近
、
沖
縄
県

で
は
中
国
人
ク
ル
ー
ズ
客
を
相
手
と
し
た
白
タ
ク
行
為
が
問

題
と
な
り
、
行
政
機
関
と
観
光
業
界
等
が
対
策
に
当
た
っ
て

い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
観
光
の
動
き
に
現
在
の
法
制

度
で
は
十
分
対
応
出
来
な
い
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う
新
し
い
機

能
に
よ
る
取
り
組
み
と
行
政
機
関
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、
地
方
自
治
体
の
観
光
政
策
強
化
策
は
十
分
で
は
な
い
。

観
光
政
策
は
攻
め
と
守
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
行
政
職
員
の
観
光
政
策
能
力
向
上
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
い
。

観
光
振
興
の
基
本
で
あ
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
見
直

し
、
広
域
連
携
推
進
体
制
構
築
、
観
光
統
計
高
度
化
、
新

た
な
財
源
確
保
策
、
観
光
教
育
の
推
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
進
展
へ

の
対
応
、
高
度
観
光
人
材
育
成
、
危
機
管
理
対
策
な
ど
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
範
囲
は
広
い
。
今
年
は
国
連
が
定
め
る

「
開
発
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
年
」
で
あ
る

が
、
世
界
各
国
に
比
べ
て
日
本
に
お
け
る
活
動
は
低
調
で

あ
り
、
今
年
後
半
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
し
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
国
づ
く
り
」
に
「
受
け
入
れ
て
よ
し
」
を
加
え
、
真
の

観
光
立
国
実
現
に
つ
な
げ
た
い
。    

（
し
も
じ 

よ
し
ろ
う
）

近年、我が国では
ＤＭＯへの注目が集まっている。

ＤＭＯはデスティネーション・マネジメント
( Destination Management )

および
デスティネーション・マーケティング

( Destination Marketing )
を担う組織とされ、

観光による地域振興の司令塔として期待されている。
もともと、マネジメントもマーケティングも企業経営用語であるが、

地域を企業に置き換えれば解るように
マネジメント(経営・管理)あってのマーケティングである。

　しかしながら、
デスティネーション・マネジメントの概念の誕生や変遷については、

必ずしも共通の理解となっていない。
そこで、本概念の定義や実態について、
学術面、実践面の両面から整理を行い、
わが国における展開と方向について

検討してみる。
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